
09.22 アンナ・ポリトコフスカヤ追悼集会

ロシアの闇とチェチェンの平和

を考える
日時：2007 年 9 月 22 日（土）　13:30～16:30

場所：文京区民センター 2A 会議室

共催： チェチェン連絡会議　市民平和基金　チェチェンニュース編集室　

ハッサン・バイエフを呼ぶ会　社団法人アムネスティ・インターナショナ

ル日本　日本ビジュアル・ジャーナリスト協会

後援：DAYS JAPAN

　昨年の10月 7日、チェチェン戦争を追っていたジャーナリストのアンナ・ポリトコフスカヤさんが、モ

スクワの自宅アパートで暗殺されました。彼女は 1999年以来、毎月のようにチェチェンに通い、軍事侵攻

で虐げられた人々についての地道な報道を重ねており、プーチン政権を厳しく批判していました。ポリトコ

フスカヤさんの死後、日本では新たに著書『ロシアン・ダイアリー 暗殺された女性記者の取材手帳』(NHK

出版)が刊行されるなど、皮肉にも暗殺によって、ロシア・チェチェン問題への関心が高まっています。

　また、暗殺事件の直後の11月には、イギリスに亡命してプーチン政権を批判していた元連邦保安局(FSB)

職員、A.リトビネンコ氏も暗殺されています。プーチン政権によると見られる、反対派に対する暴力は、見

過ごすことはできません。平和・人権の運動や、ジャーナリズムの場でチェチェンに関わってきた私たちは、

彼女の貴重な仕事を忘れず、あらためて暗殺への抗議の意を表するとともに、現在の状況を理解するための

集会を開催します。 

　集会では、長年チェチェンを現地取材し、ポリトコフスカヤさんにも取材している林克明さんや、最近ア

ムネスティ・インターナショナルが発行した人権報告書の解説など、アクションの呼びかけなど、有識者の

報告を伺います。会場では、日本語に翻訳されているポリトコフスカヤさんの全著作と、9月に刊行される

林克明さんの最新刊、『プーチン政権の闇-チェチェン戦争・独裁・要人暗殺』(高文研)を販売いたします。

また、遺族にあてたお見舞金を受け付けます。

●タイムスケジュール

13:30 開会あいさつ

13:35 映像（NHK-BS「誰がア

ンナを狙ったのか-ロシア報道

記者暗殺の真相-」）

14:35 林克明（ノンフィクショ

ンライター）「プーチン政権の

闇を語る」

15:05 川上園子（アムネスティ・

インターナショナル）「チェチェ

ンにおける強制失踪と正義の実

現」

15:25 休憩

15:35 岡田一男（映像作家）

「ポリトコフスカヤの思い出」

16:05 質疑応答

●チェチェン連絡会議について

　チェチェン連絡会議は、チェチェン戦争の平和的解決のために活動してい

る NGO と個人が集まり、この問題への関心を日本の社会で喚起するために

結成されました。戦争を少しでも早く終わらせるために、日本の国内でロシ

ア軍の侵攻に反対する声を高め、各国の支援組織との連携を深め、国際世論

としてのチェチェン戦争反対、ロシア軍の撤退を強く要求していきたいと考

えています。ぜひ皆様のご協力と、参加をお願いします。

連絡先： 146-0082 東京都大田区池上 6-30-17 　

　TEL&FAX：050-3329-3951

Mail：clc@chechennews.org Web：http://chechennews.org/

郵便振替口座：00180-6-261048 加入者名：チェチェン連絡会議
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　●アンナ・ポリトコフスカヤ追悼

石川逸子 

アンナ　あなたによってチェチェンを

チェチェンの惨を知った

潰されてしまった　グローズヌイの町　コムソモーリ

スコエ村を

鳥もさえずらない　ドゥバ・ユルトの村を

ロシア連邦軍の懲罰作戦の餌食になった　マフケティ

村

明け方にふいに連行され　穴牢に放りこまれて十二日

引き出されるや体に電流を通された　ロジータのこと

を

白い雪のなか　銃殺され焼かれた　ツォツァン・ユル

トの若者を

裂かれた枕　小麦袋　持ち去られたジャガイモ　赤ん

坊の服　絨毯　

墓地から盗まれた　遺体用の担架　スコップ

糞便で汚された　神聖なモスクのことを

アンナ　あなたのペンは書いた　　

子どもたちがただ　家にいられるために

大金をさしださねばならなかった親たちのことを

長身だっただけで逮捕され

行方しらずになったゴイティ村の若者イムランのこと

を

家族から金だけせびり取って　行方不明者を探しもせ

ず

モスクワに帰っていってしまう将校たち

軍内部の強盗行為によって殺された　十九歳の兵士ダ

ニーラのことも

アンナ　あなたはまた　称えた

設備すべてを壊されたなかで　

なお　全力を尽くしている　チェチェンの医師たち　

廃墟に住んで　詩をかきつづける脊椎障害の女詩人

空爆に放置された老人ホームの老人たち八十九人をす

くいだした

マゴメド・ヤンジーエフ大佐の勇気　出世などつゆ望

まぬ精神を

アンナ　あなたは探り　そして臆することなく書いた

チェチェンのはてしない惨劇

惨劇をほしがっているものたちの欲望を

モスクワの雪のなか「冷血の時代」のなかで

Дорогая Анна! От вас я узнала о Чечне, трагедии Чечни

О разгромленном городе Грозном,  раздавленном селе 
Комсомольске,.

О селе Дубаюрт, где птицы перестали петь,

О деревне Махкетин, ставшей жертвой зачистки, 
проведенной федеральными войсками,

О Розите, которую на рассвете ни с того, ни с сего 
схватили и после 12 дневного заключения в зиндане,  
подвергнули пытке электрическим током,

О цоцан-юртовском парне, прожженном на белом снегу 
после расстрела,

О распоротой подушке, об увезенной картошке, об 
одежде младенца, о содранном ковре,

Об украденной с кладбища лопате и носилках,

Об обгаженной святой мечети

Дорогая Анна! Ваше перо написало о родителях, 

которые были вынуждены отдавать большие деньги 

ради того, чтобы их детей не забрали, 

О парне из села Гойты, арестованном только из-за того, 
что он большого роста, и пропавшем без вести, 

Об офицерах, которые  получив деньги от 
родственников пропавших без вести а не стали даже 
искать их и уехали домой в Москву,

Об девятнадцатилетнем солдате Даниле, погибшем из-
за зверского   обращения внутри армии.

 

Дорогая Анна! Вы восславляли чеченских врачей, 
которые изо всех сил борются за жизнь людей в 
разгромленных больницах.

Поэтессу, пораженную позвоночным полиомиелитом, 
которая живет в руинах и продолжает писать стихи,

Мужество и бескорыстие полковника Магомеда 

Яндиева, который спас 89 стариков из брошенного под 

бомбами дома престарелых.

Дорогая  Анна!  Вы расследовали и не боясь описала 

Бесконечную трагедию Чечни, 

Жадность тех, кто жаждет трагедии, 
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「私たちは二〇〇三年を生き抜けるのだろうか？」

と問うたアンナはもういない

いくども殺されかかり　不死鳥のようによみがえった

あなたは

二〇〇六年十月七日、

自宅アパートのエレベーター内で　撃たれ　命絶たれ

た

武器一つもっていないたった一人の女性が

権力の皮をかぶった強盗たちはそんなにも怖かったの

か

たった一本のペンをそんなにも怖れたのか

アンナ　あなたの死は告げる

あなたの著書が真実であり　核心にせまっていたこと

を

アンナ　あなたの死は告げる

ペンの強さを　ペンの力を

アンナ・ポリトコフスカヤ

あなたの限りない勇気　

歴史の闇のなかに消されていってしまうものたちへの

あなたの深い愛に

小さな島の片隅から哀悼の花束をささげます　

～　アンナ・ポリトコフスカヤ著・三浦みどり訳『チェ

チェンやめられない戦争』（ＮＨＫ出版）参照～

С нами уже нет той Анны, которая в снежной Москве в 
период холодной крови спросила « Сможем ли мы 
выжить и в 2003 году?»

 Вы, которую не раз «хоронили» каждый раз  
возвращались к нам подобно фениксу,  7  октября 2006 
года были убиты выстрелом в лифте своего дома

 

Для бандитов, прикрывающихся  шкурой властей, 

Неужели так страшна была обезоруженная женщина?

Неужели так они боялись ее пера?

 

Дорогая Анна! Ваша смерть – свидетельство того, что 
ваша  книга правдоподобна, и о сути дела.

Дорогая Анна! Ваша смерть  свидетельство силы и 
мощи пера.

Дорогая Анна Политковская!

 За ваше бесконечное мужество, и бесконечную любовь 
к тем, кого хотят вытеснить во тьму истории, 

Я посвящаю Вам букет глубокой скорби из далекого 
уголка маленького островка.

 

   

Посвящается Анне Политковской.  

Японская поэтесса Ицуко Исикава  

●集会アピール『アンナ・ポリトコフスカヤさん暗殺１周年を迎えて』

2007年 9月 22日　於　文京区民センター

　約 1年前となる 2006年 10月 7日、モスクワにおい

て、ノーバヤ・ガゼータ紙のジャーナリスト、アンナ・

ポリトコフスカヤさんが何者かによって銃撃され、生

涯を閉じました。私たちは、ここに心から哀悼の意を

表したいと思います。

　私たちは、彼女の 48年間という短い生涯で残され

た最後の仕事、すなわち、現代ロシアの暗部と、チェ

チェン戦争の泥沼を克明に報道する記者として、彼女

を知りました。いま、日本では著書が次々に刊行され、

多くの人が、彼女の貴重な仕事に気づき始めています。

　ロシアのプーチン政権は、現在もチェチェンでの残

虐な戦争と占領を続けており、人権侵害を組織的に行

なうラムザン・カディロフ傀儡政権を支持しています。

これによって、この 12年間で 20万人にも及ぶチェチェ

ンの民間人が死亡し、多くの人々が難民としてロシア

国外に逃れて、なすすべもなく避難の生活を続けてい

ます。

　また、プーチン政権はチェチェンに対してだけでな

く、ロシアの民主化を求める人々に対しても、恫喝と

暴力による支配を行なっていることを指摘しなくては

なりません。

　私たちは次のことを、ロシア政府に求めます。

　アンナ・ポリトコフスカヤさんを殺害した真の犯人

を、公正な捜査の下で逮捕し、公開の裁判にかけるこ

と。

　ノーヴァヤ・ガゼータをはじめとする独立系メディ
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アやNGOに対するあらゆる弾圧や不当な干渉をやめ、

強権的な統治を改めること。

　多くの人々を苦しめているチェチェンでの軍事行動

と人権侵害をただちに停止し、これらに深く関与して

いるラムザン・カディロフらを訴追すること。

　そしてチェチェン独立派と和平交渉を行ない、平和

裏に戦争を終結させること。

　歴史はかならず、人権と民主主義、そして平和を求

める人々の側にあると、私たちは信じます。私たち日

本に住む市民は、アンナ・ポリトコフスカヤさんを忘

れず、そして無関心に陥ることなく、これからも、チェ

チェンの平和と、ロシアの民主化の実現を願い、日本

においても連帯して行動し続けていきます。

　主催者一同　

　以上

4



5



6



7



8


	モスクワの雪のなか「冷血の時代」のなかで
	Дорогая Анна! От вас я узнала о Чечне, трагедии Чечни

